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2 章)。最も興味深い結果として，漸近バイアス S をもっ尤度推定関数に基づ、く推定量の漸近分布は， 1 をフイッシャー



















3を持つ推定尤度関数に基づく推定量は，フィッシャー情報量を 1 (e) と書くとき，漸近偏り 1- 1 (e) β ，漸近分
散 1- 1 (θ) を持つ斬近正規分布に従うことを示した。 3 ， 4 章では，非対称な損失関数の下で，局所漸近ミニマッ
クスの下限とそを達するする推定量が存在するための条件を検討しある正則性を持つ推定量の族のなかで、は漸近偏
りを持つ漸近正規推定量が局所漸近ミニマックス推定量であるこを示したD これは漸近偏りを持つ推定量の有用性を
主張する論拠を与えている。この結果は，対称な損失関数の下での局所漸近ミニマックス推定量の存在を示した
Hajek の結果に対応しており，漸近的有効性の理論を補強する興味深い結果である。
以上の成果は，推定量の漸近有効性の研究に大きな貢献をするものであり博士論文として価値あるものと認める。
